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大分市の基礎データ（１）

面積：５０２.３８k㎡
（東西50.8km 南北24.4ｋｍ）

◇九州の東端、瀬戸内海の西端に位置
し、周辺部には山々が連なり市域の
半分を森林が占める。

◇県の二大河川である大分川と大野川
が貫流し別府湾に注いでおり、下流
部は大分平野を形成。

◇海岸部は北部沿岸海域は水深が深く、

東部はリアス式海岸で天然の良港。

人口：４７９，０２８人※H30.10月末

（大分県全体の約41.9％）



大分市の基礎データ（２）

１．高齢者

●65歳以上人口 126,090人(26.3%) ※平成30年10月末現在

●70歳以上人口 88,073人(18.4％)

●ひとり暮らし高齢者実態調査登録者 13,259人 ※平成29年10月1日現在

●養護老人ホーム入所者 84人 ※平成30年4月1日現在

●100歳以上人口 224人(最高齢者109歳)

※平成30年6月1日現在

２．障がい者
●総数 28,723人 身体障害者手帳所有者 21,021人

療育手帳所持者 3,823人
精神障害者保健福祉手帳所持者 3,879人

●65歳以上の占める割合 身体障害者 15,535人（73.9％）
知的障害者 353人 （9.2％）
精神障害者 579人（14.9％）

全体 16,467人（57.3％）



大分市における成年後見制度の現状（１）

●成年後見制度の利用者数

※平成30年3月31日現在 大分家庭裁判所調べ

●市長申立件数の推移

後 見 保 佐 補 助 法定後見合計

452人 75人 32人 566人

年度 高 齢 者 障がい者

申請件数 家裁申立件数 申請件数 家裁申立件数

25 2 1 0 0

26 4 2 3 3

27 5 8 1 1

28 5 2 1 1

29 5 2 0 0



●大分市における利用ニーズ
平成28年度に大分県が実施した「在宅医療・介護サービス利用実

態調査」において、約190名の利用ニーズがある見込まれる。
ただし、同調査は、対象者が限られているため、潜在的なニーズ

はさらに多いと考えれる。

大分市における成年後見制度の現状（２）

〇成年後見制度等に関するニーズ調査結果 （平成２８年度 大分県調べ）

現在支援を受けている人数 今後の利用見込み

計
あんしんサポ－
ト利用者数

成年後見制度利
用者数

計
利用に至ってい
ない人数

申立て等準備を
行っている人数

Ａ Ａ＋Ｂ＋Ｃ Ｂ Ｃ

大分市 １７１ ９９ ７２ ４０９ １９０ ４８

●成年後見に関する相談状況
平成29年度、大分市障がい者相談センターに、障がい者やその家

族、支援者から寄せられる相談（年間実績7,693件）のうち、「財
産・金銭管理に関する相談は172件であった。
※高齢者からの相談数は不明。



●設置の目的
今後さらに進行する高齢化と、障がい者の「親亡き後」の問題を

見据え、あらゆる市民が、地域において、尊厳ある暮らしを維持し、
安心して暮らしていける環境を整えるため、広く「成年後見制度」
の普及と利用促進をめざす。

●施設の概要
・場所：J:COMホルトホール大分 3階

・開所時間：月曜日 ～ 土曜日 午前9時 ～ 午後6時
・休所日：日曜日、祝日、毎月第2・4月曜日（祝日の場合は、そ
の日以降の最も近い平日）、年末年始

「大分市成年後見センター」について（１）



●運営形態
業務委託（委託先：大分市社会福祉協議会・契約期間：１年間）

●運営体制〔人員配置〕
所長１名（市再任用職員・一般事務職）
常勤職員２名（社会福祉士・介護支援専門員）
兼務職員２名（あんしんサポート業務兼務）
臨時職員１名

「大分市成年後見センター」について（２）



●業務内容
（１）成年後見制度に係る相談及び利用支援
（２）成年後見制度の普及啓発

〔広報活動〕
・チラシやパンフレットを作成し、
関係機関等への配布

・市報、市ホームページ掲載
・社協だより、社協ホームページ
で掲載予定

〔関係団体等への周知活動〕
・校（地）区社協連絡会議、大分
市民生委員児童委員協議会等へ
の事業ＰＲ

（３）市民後見人の育成等
・市民後見人養成講座受講生を対
象に、スキルアップを図るため
にフォローアップ研修を年５回
実施予定（平成30年度）

「大分市成年後見センター」について（３）



（４）センター職員の研修及び運営体制の整備
・大分市成年後見センター運営委員会の設置

【大分市成年後見センター運営委員会構成状況】

（５）法人としての成年後見業務
・市長申立等による法人としての成年後見の受任

「大分市成年後見センター」について（４）

区 分 所 属 就任役職

１ 法律関係者 大分県弁護士会 ○委員長

２ 大分県司法書士会

３ 大分県行政書士会

４ 福祉関係者 大分県社会福祉士会

５ 大分市介護支援専門員会

６ 大分県障害者相談支援事
業推進協議会

７ 医療関係者 大分市連合医師会

８ 行政関係者 大分市障害福祉課参事



●本格稼働までの経緯
平成30年

4月 大分市社会福祉協議会へセンター業務を委託。
Ｊ：ＣＯＭホルトホール大分４階の大分市社協事務局内に開設。

8月 「大分市障がい者相談支援センター」の開設に伴い、同ホール3階の「障が
い者生活支援センター」跡の事務スペースが空く。
※第1回大分市成年後見センター運営委員会開催（8/29）

9月 同スペースに、専用相談ダイアルの新設、相談窓口の設置、案内板設置等
の工事を行う。

10月 専用スペースとして、
成年後見センターを本格稼働
※本格稼働記念イベント開催

(10/2)

「大分市成年後見センター」について（５）



今後の予定・課題（１）

●「大分市成年後見センター」来年度の主な事業
（１）事務局体制の充実

・職員の専任化
・公用車、携帯電話の新規導入

（２）市民後見人養成講座の再開
（３）普及啓発イベントの開催

●当面の課題
【大分市として】
（１）成年後見制度利用促進計画の策定
（２）中核機関の設立
（３）成年後見センターと大分市福祉担当課との業務のすみ分け

【成年後見センターとして】
（１）普及啓発活動の拡充
（２）住民の利便性の向上
（３）夜間・休日の対応
（４）関係機関との多様な連携体制の確保



今後の予定・課題（２）

●「地域連携ネットワーク」の構築
地域連携ネットワークについては、権利擁護支援の必要な人の

発見・支援や、成年後見制度の運用に関する広範な支援体制の構
築など、その役割や責任は極めて重要であり、必要性は理解する
ものの、設置については容易ではないと考える。
本市の成年後見センターも本年度開設したばかりであり、その

体制整備の強化も今後必要であると思われる。運営委員委員会で
参考意見を伺う等を行いながら、本市における「地域連携ネット
ワーク」の在り方等を、今後検討していきたい。

以上、ご清聴、ありがとうございました。

国立公園 高崎山自然動物園 宣伝部長

たかもん


